日本史プリント35　　江戸時代７
●江戸時代の農業

01：江戸時代には、土地を切り開き、用水路を作って田畑の面積をどんどん広げていきました。

　　こうして、新しい田畑を作ることを、漢字４文字で（　　）といいます。

02：豊臣秀吉の頃から比べると、田畑の面積は、約（　）倍にもなりました。

03：江戸時代には、様々な農具が発明されました。

　　・（　　）：刃の部分が分かれており、軽くて深く耕すことができる。

　　・（　　）：脱穀を簡単に行うことができる。

　　・（　　）：米つぶを残し、もみがらだけを吹き飛ばす。

　　・（　　）：米つぶを大きさによって分類できる。

04：新しい肥料も発明されました。

　　・（　　）：なたね油などをしぼった後のかす。

　　・（　　）：いわしを日干しにしたもの。

05：また、（　　）の書いた（　　）も、農業知識の普及に役立ちました。

●産業の発達

06：江戸時代には、各地で作られる特産品の「作られ方」が発達しました。

	（　　）工業
	問屋が大量の原料と道具を用意し、それを農民に渡して製品を作らせ、引き取る方法。

	（　　　）
	大商人が工場を建て、そこにたくさんの農民を集めて、分業で製品を作らせる方法。


07：こうして色々な商品が登場し、物の売買が盛んに行われるようになったため、都市には、手

　　数料を取って、金・銀・銭の３種類を交換する（　　）という商人が現れました。

●都市の発達

08：江戸時代には、特に３つの都市が非常に栄えました。これを（　　）といいます。

　　・（　　）：幕府が置かれた場所で、別名（　　）。人口は（　　）人を超え、当時世界一の大

　　　　　　　都市でした。

　　・（　　）：商業の中心地で、別名（　　）。各地の大名は、ここに（　　）を建て、年貢米を

　　　　　　　保管したり、現金にかえたりしました。

　　・（　　）：朝廷のあった場所です。
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